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はじめに

本日は、医薬品の安定供給における医薬品卸の
現状と役割についてお話しします。先ほどまで、
日本薬剤師会の安部副会長、青山学院大学の三村
名誉教授、日本製薬団体連合会品質委員会の大久
保委員長から制度的な内容や医療用医薬品安定供
給会議についてのお話がありました。

私からは、当社の数字を基に、具体的な取り組

み状況についてお話しします。我々卸と現場の薬
局の先生がいかに苦労しているのか、その現状を
具体的な数字で表わしていきますので、よろしく
お願いします。

卸の役割と取り組み状況

まず、医薬品流通の概要と卸の役割は、図表１
のとおりです。
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＊講演内容は、講演の録音データを原稿に起こし、講師校閲のうえ、掲載したものです。

　日本薬剤師会学術大会の「医薬品の安定供給」をテーマにした分科会では、卸連合会の一條副会長
が、医薬品卸の出荷調整品の現状についてリモートで講演した。
　一條副会長は、バイタルネットのデータを基に、成分数・品目数・アイテム数において出荷調整品
の占める割合や成分別・薬効別の出荷調整品の状況などを説明。出荷調整品が急激に増加し、MSが
その対応に追われたため、卸の業務内容が大きく変化したことなどを紹介した。その上で、今後は日
本薬剤師会や日本製薬団体連合会との連携を強化し、流通在庫の偏在化防止に努めたいと強調した。

第54回 日本薬剤師会学術大会 分科会10
 「医薬品の安定供給」
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医薬品卸は、医療用医薬品約１万4000品目、薬
価で約８兆5000億円を、病院・診療所約17万9000
軒、保険薬局約５万9000軒へお届けしています。
大衆薬の直販では、約4000億円、全体の約５％を
薬局・薬店や保険薬局へお届けしています。これ
が大きな流れです。

また、ジェネリック医薬品の数量シェアと目標額
は図表２のとおりで、政府は2020年９月末までに
80％以上という目標を掲げて取り組んできました。

医薬品安定供給における医薬品卸の 
課題と対応

●「成分」「品目」「アイテム」
ここからは、医薬品安定供給における医薬品卸

の課題と対応について、具体的な数字に基づきお
話しします。課題は、「医薬品の出荷調整」です。
現状の一番の問題となっている出荷調整品目がど
ういう形になっているかを、当社の具体的な数字
で表わしていきます。

これについてお話しするに先立ち、「成分」「品
目」「アイテム」について、皆さんと認識を共有
しておきたいと思います。なぜなら、誤って認識
されていることがあるからです。我々の業界には
いろいろな情報誌がありますが、その中で「出荷
調整7000品目」と書かれていたものがありました。
これは「7000品目」ではなく、正しくは「7000ア
イテム」です。このように、「成分」「品目」「アイ
テム」が誤って使用されているケースが見られま
す。そこで具体例で説明します。

図表１　医薬品流通の概要と卸の役割

図表２　ジェネリック医薬品の数量シェアと目標額
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日本医薬品卸売業連合会（医薬卸連）は、医薬品の適正な�
供給を責務とする医薬品卸企業により組織された都道府県�
単位の卸組合等の団体を会員とする全国組織です。
医薬卸連に加盟している会員構成員企業は、本社数にして��
70社（2020年８月１日現在）で、55,305名（2019年６月１日�
現在）の従業員が、医療に必要な医薬品の仕入れ、保管・�
供給業務などに努力を続けています。その事業活動は、日�
本の医薬品流通に極めて大きな役割を果たしており、2018��
年度における、医薬卸連の会員構成員企業の医薬品販売高�
は、約８兆９千億円の規模となっています。
賛助会員は、医薬卸連の事業の趣旨に賛同し加入した企業�
及び団体等133社（2020年８月１日現在）が加盟しています。

医薬品卸は、平時有事の区別なく、医薬品を安全かつ安定
的に供給することを最大の使命としています。その使命を
全うするため、必要な投資を行うとともに、医薬品供給に
おける適正な品質管理及び安全管理を念頭に置いた流通体
制の構築に取り組んでいます。
また、医薬品卸は、公正かつ自由な競争の確保に十分に留
意し、独占禁止法などの関係法令に抵触しないよう、コン
プライアンスの徹底に努めています。近年では、経営のトッ
プ自らがコンプライアンスの推進にあたるなど、国民から
信頼が得られるよう、さらなる強化に取り組んでいます。

■ �きめ細やかな対応で、医療機関・保険薬局等のニーズに
お応えし、医薬品を迅速・確実にお届けしています
医薬品卸は、約１万４千種類（2020年４月１日現在）の医療
用医薬品を「毛細血管型」の流通網によって約24万か所の
病院・診療所・歯科診療所・保険薬局等に迅速・確実に供
給しています。加えて、不良品の回収や副作用等の医薬品
情報の提供・収集といった特殊な機能も持っています。ま
た、大衆薬も多くの薬局・薬店に迅速・確実に供給してい
ます。

■ �災害、パンデミック時等にも、医薬品流通を通して国民
の命を守ります
毎年、様々な国や地域で自然災害や感染症等のパンデミッ
クが発生しています。最近では、新型コロナウイルス感染
症が大流行しています。こうした状況にあっても医薬品卸
は多くの感染者が発生した大型クルーズ船への医薬品等の
緊急配送を行うなど、国、地方自治体等と協力体制をとり、
医薬品流通を通して国民の命を守る役割を果たしています。

■情報の提供という日本独自の機能を持っています
日本の医薬品卸は欧米の医薬品卸と違い、情報の提供とい
う独自の機能を持っています。医療機関や保険薬局へ副作
用などの医薬品情報の提供はもとより、医師の薬の選択に
関わるような仕事も行っており、このような機能は世界に
冠たるもので、社会インフラとしても価値の高いものです。

医薬品流通の概要

医薬品卸が取扱う医薬品の販売
に占める割合は、医療用医薬品
は約95％、大衆薬は約５％程度
で推移しています。

命と健康を支える医薬品の安全・安定かつ効率的な供給に努めています。

（注） �医薬品卸の中で大衆薬卸
売業者は、大衆薬とともに
健康食品や介護食品など
を取扱い、薬局・薬店に販
売しています。

＊ 2020年４月１日現在 大衆薬直販（約3,000億円）

（約2,000億円）医療用医薬品直販（後発医薬品の一部）
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医薬卸連の組織

医薬品の安定供給とコンプライアンス

医薬品卸の役割
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本社数と従業員数

業務の合理化・効率化などを図るための医
薬品卸企業の再編により、1960年には1,300
社を超えていた会員構成員企業の本社数は
2019年には70社まで減少し、それに伴い従業
員数も、2019年は55,305名と大幅に減少して
います。

医薬品卸売業の経営状況

医薬品卸売業の経営は極めて厳しい状況にあ
り、1992年度当時と比較し、売上総利益率、
販売費及び一般管理費率は約半分に減少し、
営業利益率は１％程度で推移しています。

政府は後発医薬品の数量シェアを2020年９月
末までに80％以上とする新たな目標を掲げて
います。一方、原薬確保及び需要予測の誤り
等に起因した品切れが発生するなど、後発医
薬品の安定供給などの課題も多く、医薬品卸
として、後発医薬品のさらなる使用促進を踏
まえた安定供給の在り方の検討・取り組みが
求められています。

資料：�クレコンリサーチ&コンサルティング㈱、�
日本医薬品卸売業連合会調査

※本社数は各年３月末の企業数
※従業員数は各年６月１日現在

資料：日本医薬品卸売業連合会調査

資料：厚生労働省調査（薬価本調査（９月）速報値等）

医薬品卸を取り巻く環境は大きく変化しています

後発医薬品の数量シェアと目標値
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医薬品安定供給における医薬品卸の現状と役割

出典：医薬卸連ガイド 2020年度版

出典：医薬卸連ガイド 2020年度版

講 演
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図表３は、沢井製薬さんのアムロジピンベシル
酸塩のリストです。「成分」は、アムロジピンベシ
ル酸塩で「１成分」です。「品目」は、アムロジピ
ンのOD錠の2.5mg、５mg、10mg、普通の錠剤の
2.5mg、５mgの「５品目」です。そしてアイテム
数は「25アイテム」になります。

このアムロジピンのジェネリック品は、先発２
社を含めて全14社が出しており、170アイテムに
なっています。これが出荷調整品になっているわ
けですが、まずは「成分」「品目」「アイテム」の
数について共通認識を持てればと思います。

●当社の出荷調整品のアイテム数の推移
図表４は、当社の2019年から2021年８月までの

出荷調整品のアイテム数の推移です。
９月分のデータも入っていますが、2019年の出

荷調整品は200アイテムくらいでした。セファゾリ
ンなどジェネリック品の原薬問題が起こった頃で
す。それがどんどんと増え、その間、日医工さん
の回収、そして2020年12月４日に小林化工さんの
イトラコナゾールの催眠剤混入問題が起きました。
この問題で小林化工さんに業務停止命令が出され、
さらに日医工さんの業務停止命令も出されて、出

荷調整品は倍増しました。グラフ右端のように、
この数か月で2.6倍に急増しています。

2021年８月末現在の当社の出荷調整のアイテム
数は、合計で5885アイテムです。その中でジェネ
リック品は5275アイテムで89.6％。長期収載品は
364アイテムで6.2％、先発品は208アイテムで3.5％、
新薬創出品は12アイテムで0.2％となっています。左
の円グラフがその分布を示していますが、ジェネ
リック品が89.6％で、ほとんどを占めている形です。

●当社の出荷調整品の状況
次に、当社の医療用医薬品における出荷調整品

の状況について、2021年８月末現在の成分数、品
目数、アイテム数を示したのが図表５です。

一番左の成分数は、薬価収載数2160成分に対し
て428成分が出荷調整品です。下のグラフを見ると
ジェネリック品が395成分もあります。出荷調整品
428成分のうちの395成分なので、実に92.3％はジェ
ネリック品です。

出荷調整品の品目数は、薬価収載数１万4516品
目に対して出荷調整数は2053品目で、14.6％です。
その2053品目のうちジェネリック品は1580品目で、
76.9％を占めています。

アムロジピンベシル酸塩
成 分 １成分
品 目 ５品目
アイテム ２５アイテム

図表３　「成分」「品目」「アイテム」について

当社データ使用

巻頭企画



Vol.45 NO.10  (2021) 9 (497)

そして、アイテム数は、薬価収載数３万8394ア
イテムに対し、当社扱いで5885アイテムが出荷調
整品になっています。15.3％です。この15.3％の内
訳を見ると、86.2％をジェネリック品が占め、4620
アイテムが出荷調整品になっています。

●当社のカテゴリー別の出荷調整品の状況
次に図表６は、当社の2021年８月末現在のカテ

ゴリー別出荷調整品の状況を示しています。
まず、金額（薬価金額）を見てみましょう。薬価

制度下での話になりますが、金額を見ると様相は
がらりと変わります。薬価収載額は216億円で、当

社の売上額です。そのうち14億6000万円が出荷調
整品の金額になります。割合は6.7％です。その14億
6000万円の中で、ジェネリック品は５億4000万円で、
割合は36.9％です。先ほどのアイテム数では86.2％
でしたが、金額では36.9％という形になります。

次に、ピース数を見てみます。ピースというの
は包装単位の個数で、100錠が10個出ているとか、
500錠が５個出ているといったものがピース数にな
ります。そのピース数は、薬価収載個数は256万個
で、そのうちの29万個が出荷調整品です。その29
万個のうちジェネリック品は22万個、76％を占め
ています。

当社データ使用

ＧＥ品 89.6%

当社データ使用

図表４　出荷調整品 アイテム数推移　【2019年～21年８月】

図表５　医療用医薬品／出荷調整品状況　【21年８月末現在】

当社データ使用

当社データ使用

医薬品安定供給における医薬品卸の現状と役割講 演
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さらに、調剤数量（カプセル数、錠剤数）を見
てみましょう。これは患者さんに渡される調剤
数、カプセル数になります。ピース数は、どちら
かというと我々卸と調剤薬局さんとの関係での数
量になりますが、調剤数量は患者さんに対する数
量を表しています。この調剤数量は薬価収載錠数
で３億3200万錠、そのうちの3700万錠が出荷調整
品です。その3700万錠の中でのジェネリック品は
2900万錠、78.6％です。金額では36.9％でしたが、
調剤数量では78.6％を占めているわけで、これが薬
価の違いではないかと思います。

●当社の成分名別の出荷調整品の状況
この中身をもう少し細かく分析したいと思いま

す。全5885アイテムの中で最も多い出荷調整品は、
血管拡張剤のアムロジピンベシル酸塩です。メー
カー数は14あり、出荷調整品のアイテム数は170で
す。調剤数量としては133万4000錠になります。

出荷調整品の２番目は、高脂血症剤のピタバス
タチンカルシウムで、メーカー数は13、アイテム
数は128です。

注目していただきたいのは、上位10成分のうち
５成分が生活習慣病治療薬ということで、多くの
患者さんが服用しています。つまり、多くの患者
さんが必要としている医薬品が出荷調整品となっ
ているため現場は苦労しており、その出荷調整の
不安から偏在が起こるのだと思います。

ちなみに、アイテム数の割合で言うと上位10成

分で全428成分の20％を占めています。そして、上
位18成分で30％を占めている形になっています。

●当社の薬効別の出荷調整品の状況
図表７は、当社の薬効別の出荷調整品状況です。

薬効別では、消化性潰瘍用剤、ビタミンＡ及びＤ
剤、血管拡張剤、高脂血症用剤、血圧降下剤とい
う順で、上位５薬効のうち３薬効が生活習慣病治
療薬です。

全薬効群138のうち、出荷調整品は９薬効で
60％、17薬効で80％を占めています。60％を占め
る９薬効では2200万錠、80％を占める17薬効では
2900万錠に影響が出ていることになります。月平
均の調剤数量は３億3200万錠なので、そのうち
3700万錠が出荷調整となっている状況です。

●当社の金額ベースの出荷調整品の状況
さらに、当社の金額ベースの成分名別、薬効別

の出荷調整品の状況を見てみましょう。
まず成分名別では、リュープロレイン酢酸塩、

エルデカシトール、パクリタキセル、ビベグロン
という順で、金額では上位11成分で全428成分の
30％を占めています。リュープロレイン酢酸塩の
影響で、ゴセレリン酢酸塩も出荷調整品の上位に
入っています。

生活習慣病治療薬の出荷調整品は、ジェネリッ
ク品が出ているものは金額ベースでは上位には
入ってきません。先発品は成分数、品目数、アイ

6.7% 11.2% 11.1%

カテゴリー別／出荷調整品状況 【２１年８月末現在】

当社データ使用

図表６　カテゴリー別／出荷調整品状況　【21年８月末現在】

当社データ使用
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テム数は少ないものの、金額ベースにすると出荷
調整品に占める割合は高くなっています。

薬効別の出荷調整品の状況を見ると、その他ホ
ルモン剤、ビタミンＡ及びＤ剤、代謝性医薬の順
になっています。それから、血友病の治療薬の血
液製剤類が入ってきます。

以上、具体的なデータで出荷調整品の状況をご
説明しました。現場では薬局の薬剤師の先生と卸
のMSが毎日出荷調整品の話し合いを行っています
が、その出荷調整品がどのくらいの割合を占めて
いるかがお分かりいただけたのではないでしょう
か。同業者に話を聞くと、MSは出荷調整品の対応
で午前中は誰も外へ出られないということで大変
苦労しています。

●大きく変化した医薬品卸機能のウエイト
医薬品卸のMS機能のウエイトを、2020年までと

2021年４月以降とで比較しました。
2020年までは商流、情報、物流、金融の機能が

あり、商流では価格交渉、情報では新薬の情報な
ど様々な情報の提供や収集、物流では配達、金融
では回収を担ってきました。

それが、2021年４月以降、最もウエイトを占め
ているのは出荷調整品に対する薬局の薬剤師の先

生との話し合いや代替品の手配。それから、処方
元への薬剤変更の依頼です。いろいろな薬剤を探
して持っていき、対応できない薬剤は薬剤師の先
生と一緒に薬剤変更を処方元に依頼する仕事が多
くなっているのです。これまでの商流、情報、物
流、金融のウエイトは大幅に減って、そこに新型
コロナウイルスワクチン業務の配送と接種会場の
補助が入ってきています。

つまり、2021年４月から明らかにMSの業務内容
は変わってしまいました。卸のMSの仕事として
は情報が多くを占めていましたが、それがリモー
トになっています。商流では販促活動が中心にな
りました。新型コロナウイルス感染症拡大の中で、
仕事が大きく変わってきたわけです。このような
状況にあって、薬剤師の先生と我々卸が、いかに
情報交換し、出荷調整とコロナ禍を乗り切ってい
くかが新たな課題となっています。

今後、患者さんファーストを実現するためには、
日本薬剤師会及び日本製薬団体連合会の皆さんと
の連携をさらに強化し、限られた流通在庫の中で
卸と薬局の在庫を踏まえながら偏在化防止に努め
なければなりません。皆さんと協力して、この厳
しい局面を乗り切って、安定供給を図っていきた
いと思います。

薬効別／出荷調整品状況 【調剤数量】

60%

生活習慣病薬

当社データ使用

22百万錠

29百万錠

80%

全薬効群／１３８

千錠

薬効

薬効

９

17

37百万錠

332百万錠

図表７　薬効別／出荷調整品状況　【調剤数量】

当社データ使用

医薬品安定供給における医薬品卸の現状と役割講 演


